
 

議案第９０号 

   佐野市職員の給与に関する条例及び佐野市一般職の任期付職員の採用

及び給与の特例に関する条例の改正について 

 佐野市職員の給与に関する条例及び佐野市一般職の任期付職員の採用及び

給与の特例に関する条例の一部を改正する条例を次のように定めます。 

  令和３年１１月２９日提出 

佐野市長 金 子  裕   

   佐野市職員の給与に関する条例及び佐野市一般職の任期付職員の採用

及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例 

 （佐野市職員の給与に関する条例の一部改正） 

第１条 佐野市職員の給与に関する条例（平成１７年佐野市条例第５２号）

の一部を次のように改正する。 

第１７条の２第２項中「１００分の１２７.５」を「１００分の１１２.

５」に、「１００分の１０７.５」を「１００分の９２.５」に改め、同条

第３項中「１００分の１２７.５」を「１００分の１１２.５」に、「１０

０分の７２.５」を「１００分の６２.５」に、「１００分の１０７.５」

を「１００分の９２.５」に、「１００分の６２.５」を「１００分の５２.

５」に改める。 

第２条 佐野市職員の給与に関する条例の一部を次のように改正する。 

第１７条の２第２項中「１００分の１１２.５」を「１００分の１２

０」に、「１００分の９２.５」を「１００分の１００」に改め、同条第

３項中「１００分の１１２.５」を「１００分の１２０」に、「１００分

の６２.５」を「１００分の６７.５」に、「１００分の９２.５」を「１

００分の１００」に、「１００分の５２.５」を「１００分の５７.５」に

改める。 

（佐野市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部改

正） 

第３条 佐野市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例（平

成１７年佐野市条例第２８号）の一部を次のように改正する。 

第９条第２項中「１００分の１２７.５」を「１００分の１１２.５」に、

「１００分の１６７.５」を「１００分の１５７.５」に改める。 



 

第４条 佐野市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一

部を次のように改正する。 

第９条第２項中「１００分の１１２.５」を「１００分の１２０」に、

「１００分の１５７.５」を「１００分の１６２.５」に改める。 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条及び第４条の規定は、

令和４年４月１日から施行する。 

  

 

理 由 

  職員の令和３年１２月以降に支給する期末手当の支給割合を改めるため

関係する条例を改正したいので提案するものです。 
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議案第９０号参考資料 

佐野市職員の給与に関する条例の改正案 新旧対照表 

（第１条関係）

現       行 改   正   案 

（期末手当） （期末手当） 

第17条の２ （略） 第17条の２ （略） 

２ 期末手当の額は、期末手当基礎額に100分の127.5（行政職給料表の適用を受ける職

員でその職務の級が７級以上であるもの及び医療職給料表の適用を受ける職員で市長

が別に定めるもの（これらの職員のうち、市規則で定めるものを除く。第17条の５第

２項において「特定幹部職員」という。）にあっては100分の107.5）を乗じて得た額

に、基準日以前６箇月以内の期間におけるその者の在職期間の次の各号に掲げる区分

に応じ、当該各号に定める割合を乗じて得た額とする。 

２ 期末手当の額は、期末手当基礎額に100分の112.5（行政職給料表の適用を受ける職

員でその職務の級が７級以上であるもの及び医療職給料表の適用を受ける職員で市長

が別に定めるもの（これらの職員のうち、市規則で定めるものを除く。第17条の５第

２項において「特定幹部職員」という。）にあっては100分の92.5）を乗じて得た額

に、基準日以前６箇月以内の期間におけるその者の在職期間の次の各号に掲げる区分

に応じ、当該各号に定める割合を乗じて得た額とする。 

(１)～(４) （略） (１)～(４) （略） 

３ 再任用職員に対する前項の規定の適用については、同項中「100分の127.5」とある

のは「100分の72.5」と、「100分の107.5」とあるのは「100分の62.5」とする。 

３ 再任用職員に対する前項の規定の適用については、同項中「100分の112.5」とある

のは「100分の62.5」と、「100分の92.5」とあるのは「100分の52.5」とする。 

４～６ （略） ４～６ （略） 

 

佐野市職員の給与に関する条例の改正案 新旧対照表 

（第２条関係）

第１条による改正後 改   正   案 

（期末手当） （期末手当） 

第17条の２ （略） 第17条の２ （略） 

２ 期末手当の額は、期末手当基礎額に100分の112.5（行政職給料表の適用を受ける職

員でその職務の級が７級以上であるもの及び医療職給料表の適用を受ける職員で市長

が別に定めるもの（これらの職員のうち、市規則で定めるものを除く。第17条の５第

２ 期末手当の額は、期末手当基礎額に100分の120（行政職給料表の適用を受ける職員

でその職務の級が７級以上であるもの及び医療職給料表の適用を受ける職員で市長が

別に定めるもの（これらの職員のうち、市規則で定めるものを除く。第17条の５第２
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２項において「特定幹部職員」という。）にあっては100分の92.5）を乗じて得た額

に、基準日以前６箇月以内の期間におけるその者の在職期間の次の各号に掲げる区分

に応じ、当該各号に定める割合を乗じて得た額とする。 

項において「特定幹部職員」という。）にあっては100分の100）を乗じて得た額に、

基準日以前６箇月以内の期間におけるその者の在職期間の次の各号に掲げる区分に応

じ、当該各号に定める割合を乗じて得た額とする。 

(１)～(４) （略） (１)～(４) （略） 

３ 再任用職員に対する前項の規定の適用については、同項中「100分の112.5」とある

のは「100分の62.5」と、「100分の92.5」とあるのは「100分の52.5」とする。 

３ 再任用職員に対する前項の規定の適用については、同項中「100分の120」とあるの

は「100分の67.5」と、「100分の100」とあるのは「100分の57.5」とする。 

４～６ （略） ４～６ （略） 

 

佐野市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の改正案 新旧対照表 

（第３条関係） 

現       行 改   正   案 

（給与条例の適用除外等） （給与条例の適用除外等） 

第９条 （略） 第９条 （略） 

２ 特定任期付職員に対する給与条例第16条の２第１項及び第17条の２第２項の

規定の適用については、給与条例第16条の２第１項中「管理職員」とあるのは

「管理職員（佐野市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例（平

成17年佐野市条例第28号）別表に定める給料表の適用を受ける職員を含む。次条

において同じ。）」と、給与条例第17条の２第２項中「100分の127.5」とあるの

は「100分の167.5」とする。 

２ 特定任期付職員に対する給与条例第16条の２第１項及び第17条の２第２項の

規定の適用については、給与条例第16条の２第１項中「管理職員」とあるのは

「管理職員（佐野市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例（平

成17年佐野市条例第28号）別表に定める給料表の適用を受ける職員を含む。次条

において同じ。）」と、給与条例第17条の２第２項中「100分の112.5」とあるの

は「100分の157.5」とする。 

 

佐野市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の改正案 新旧対照表 

（第４条関係） 

第３条による改正後 改   正   案 

（給与条例の適用除外等） （給与条例の適用除外等） 

第９条 （略） 第９条 （略） 
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２ 特定任期付職員に対する給与条例第16条の２第１項及び第17条の２第２項の規

定の適用については、給与条例第16条の２第１項中「管理職員」とあるのは「管

理職員（佐野市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例（平成17

年佐野市条例第28号）別表に定める給料表の適用を受ける職員を含む。次条にお

いて同じ。）」と、給与条例第17条の２第２項中「100分の112.5」とあるのは

「100分の157.5」とする。 

２ 特定任期付職員に対する給与条例第16条の２第１項及び第17条の２第２項の規

定の適用については、給与条例第16条の２第１項中「管理職員」とあるのは「管

理職員（佐野市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例（平成17

年佐野市条例第28号）別表に定める給料表の適用を受ける職員を含む。次条にお

いて同じ。）」と、給与条例第17条の２第２項中「100分の120」とあるのは「100

分の162.5」とする。 

 


